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大学院と連携した学校改善
さぬき市立志度小学校校長　多田　敬三
　香川県教委と鳴門教育大学との連携に
より十河先生を送り出した。現職教員が
大学院で学ぶということは、以前は「一流

の教師は一流の研究者である」との考えに基づいていたも
のだ。しかし今はそれとは大きく異なり、十河先生はファシリ
テーター（推進者）として、本校の課題である学校改善につ
いて具体的ビジョンを示してくれている。提案し進めてくれた

ワークショップ型研修を通じ、全教職員が学校改善課題を
共通のものとして取り組めるようになった。その共通認識はトッ
プダウンではないボトムアップ型の学校経営へつながってい
るように思う。また、私自身も久我教授からアドバイスいただ
ける機会もあり、一人職である校長にとっては大変心強くもあ
る。子どもの意識を高めることで、子どもの自主性と教職員
の主体性が形作られ、学校全体の意識も高まる。そして保
護者や地域との連携が取れることで、大規模校では難しい
とされる部分が確実に育っているのを実感している。

『幸せの最大化』に資する実践研究
鳴門教育大学　教授　久我直人

　現在、学校教育においては、「負の連鎖」
が渦巻き、今後さらに問題の深刻化や複
雑化が進むことが懸念されます。

　しかし、久我研究室では、「子ども、保護者、教師の『幸
せの最大化』に資する教育の展開」を目指し、2つの側面
から実践研究に取り組んできました。
　その一つが、教職員の組織化です。この組織化の実現の
ために、子どもの実態や課題を可視化し、共有することで教
師の主体的な組織化を促す仕組みを開発してきました（「教
師の主体的統合モデル」久我 2011）。

　もう一つが「効果のある指導」の組織的展開です。「優れ
た教師の3つの視座」を援用し、①教えて、②考えさせて、
試行させ、③価値づけ、勇気づける教育の展開です（「優れ
た教師の省察力」久我 2012）。
　今回の十河さんの志度小での実践研究は、まさにこの「主
体的統合モデル」と「優れた教師の3つの視座」を組み合
わせて取り組んだものです。この実践により志度小の子ども
の変容（成長）、教職員の組織化、保護者の信頼意識の増
加等が確認され、幸せの最大化に一歩近づくことができまし
た。
　教職大学院の使命である、院生さんの専門性の向上と学
校改善が具現化されたことに喜びを感じています。




